
運 用 指 針

第２条③

館山自動車道（君津ＩＣ～富津中央ＩＣ）の早期供用

供用までの期間を短縮したことによる費用の縮減

会社の経営努力による費用の縮減内容について 資料－４
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館山自動車道（君津IC～富津中央IC）の早期供用

当初計画 経営努力による変更

供用予定日：平成19年9月30日

君津ICに収用案件があり、平成18年1月の用地引渡

し後、埋蔵文化財発掘調査を行った後に本線工事

の計画

【①君津IC文化財調査】

・周辺の状況や過去の実績から１パーティー（１５

人）で７か月間（２０８日間）で計画

【②君津IC切替工事】

・君津ICは収用地を回避するため暫定ランプで供用

しており、ランプの切替工事に３６日間（昼間）の通

行止めが必要

【③舗装・施設工事】

・昼間施工で約１６か月の全体工程で計画し、君津

ICは、土工工事引渡後、２か月で計画

供用日：平成19年7月4日
（88日の早期供用）

利用者が一番多い夏休み前の供用を目標として工程

短縮の取組みを行った

【①君津IC文化財調査】

・調査を行う県に必要性を説明し理解を得るとともに、

綿密に工程調整を行う

・４パーティー（６０人）で５２日間に短縮

【②君津IC切替工事】

・警察等との協議により昼夜連続通行止めによる施

工が可能となり１２日間に短縮

【③舗装・施設工事】

・GW期間中及び７か月間の作業時間の見直しや休

日における作業の実施により短縮（４８日間短縮）
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館山自動車道（君津ＩＣ～富津中央ＩＣ） 位置図
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館山自動車道（君津ＩＣ～富津中央ＩＣ）の路線概要
・館山自動車道で、唯一未開通となっていた区間（最後の開通区間）

・全線開通することにより、館山自動車道と並行する一般国道１２７号の渋滞緩和及び東京方面から南房総

地域へのアクセスの向上が期待される。
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早期供用に向けた全体マネジメント

・クリティカルである君津IC部の用地引渡し後の工事工程について
H18.1頃、工程短縮を検討

・ H19.7を完成目標に、工事等に取り組む

全体マネジメントを行い、早期供用が実現（８８日）

・会社の事業関係者による工程検討を実施

P3

・ H19.1頃、舗装・施設の全体工程短縮の検討（４８日短縮）

・施工方針を決定し、関係機関の協力、了解を得る

・埋蔵文化財発掘調査期間の短縮（１５６日短縮）
・君津ICランプ切替に伴う通行止め期間の短縮（２４日短縮）
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供用予定日 平成19年9月30日

③舗装・施設①ＩＣ文化財②ＩＣ切替
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インターチェ
ンジ等

平成１５年度
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平成１９年度

平成２０年度

クリティカル

実績工程（館山道 君津ＩＣ～富津中央ＩＣ）
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文化財
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土工工事
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③舗装・施設①ＩＣ文化財②ＩＣ切替

供用日 平成19年7月4日
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収用地
埋蔵文化財発掘
調査必要面積

約600㎡

君津ＩＣ部収用地における埋蔵文化財発掘調査の期間短縮

埋蔵文化財発掘調査の期間短縮のために千葉県教育委員会と協議を実施

・協議において、観光客が多い夏休み前の開通効果について説明し、埋蔵文化財発掘調査の期間短縮の必要性について

理解を得るとともに、速やかに埋蔵文化財の発掘調査に着手できるよう綿密に工程調整を行った。

通常１パーティーで調査した場合
７ヶ月（208日間）

４パーティーによる実績
52日間

１５６日間の工期短縮

至 東京

至 館山

〔県の当初計画〕

１パーティー（１５人） ４パーティー（６０人）で実施

短期間での埋蔵文化財発掘調査が可能に

①君津IC文化財調査による工程短縮
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通行止め規制時における昼夜連続施工による短縮

日中施工のみの場合
36日間

昼夜連続工事の場合
12日間

至 東京

至 館山

収用地

君津ICは、収用地を避けて暫定ランプで供用

１回目 H18.11.26(日)21：00～H18.12.１（金）6：00［6日間］

２回目 H19.４.８(日)21：00～H19.４.14（金）6：00［6日間］

警察との協議・調整

暫定ランプで供用しているＡ及びＤランプは、
ランプ切替え工事のため通行止め規制が必要

必要最小限の通行止め日数とするため

昼夜連続通行止め規制工事 を実施

暫定ランプ

至 東京

至 館山

２４日間の工期短縮

②君津IC切替工事による工程短縮
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工事内容
平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

土地収用法による

用地取得

埋蔵文化財発掘調査 約６００㎡

君津ＩＣ部土工工事
切盛土量

２０．５万m3

ランプ切替工事

舗装・施設工事 本線部 ★完成

▽用地引渡

■君津ＩＣ～富津中央ＩＣ間のクリティカルとなる施工区間における工程表（君津IC）

工事内容
平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

土地収用法による

用地取得

埋蔵文化財発掘調査 約６００㎡

君津ＩＣ部土工工事
切盛土量

２０．５万m3

ランプ切替工事

舗装・施設工事 本線部 ★完成

▽用地引渡

■君津ＩＣ～富津中央ＩＣ間のクリティカルとなる施工区間における工程表（君津ＩＣ部）

埋蔵文化財発掘調査期間の短縮
（１５６日の短縮）

通行止め時の昼夜連続施工
（２４日の短縮）

工程短縮

工期短縮への取組みの結果、８８日の早期供用（平成１９年７月４日供用）

集中豪雨による災害の影響により
土工工事の工程が約２ヶ月遅れる
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